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＜別紙１＞  

 

建設経済委員会重点調査事項  

 

 

 

○環境経済戦略の推進について 

 

○農林水産業・商工・観光・特産振興等経済支援、地域活性化施策の推

進について  

 

○有害鳥獣対策の推進について 

 

○地域内幹線道路の整備促進について 

 

○都市計画マスタープランについて 

 

○公営住宅のあり方について 

 

○下水道事業計画及び地域水道ビジョンの推進について 

 

○専門職大学と演劇のまちについて 

 

○老朽危険空き家対策について 
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午前９時２７分開会 

○委員長（森垣 康平） おはようございます。 

 それでは、皆さんおそろいになりましたので、少

し早いですが、ただいまから建設経済委員会協議会

を開会いたします。 

 初めに、座ってすみません、本期の委員長を拝命

いたしました森垣です。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 初委員長の職ですので、ちょっと皆さん、いろい

ろと至らぬことがあると思いますが、優しくご指導

いただけたらと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 本日、欠席届等は出されておりません。 

 本日の委員会ですが、当局職員の出席を前半、後

半の２つのグループに分けて行いたいと思います

ので、ご了承をお願いいたします。 

 それでは、３番の自己紹介に入ります。 

 今回は、役員改選後、初めての委員会であります。

そこで、出席の皆さんに自己紹介をいただきたいと

思います。 

 まず、委員からですが、私が委員長の森垣です。 

 続きまして、副委員長で、委員は向こうの左のほ

うから順番にしていきたいと思いますので、ご準備

をよろしくお願いいたします。 

 それでは、よろしくお願いします。 

○委員（前田 敦司） 皆さん、おはようございます。

前田敦司です。建設経済委員会は３回目かなと思っ

て振り返っておるんですけれども、大切な委員会だ

なというふうに自負しております。委員長をしっか

り支えていきたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いします。 

○委員長（森垣 康平） どうぞ、清水さん。 

○委員（清水  寛） おはようございます。委員の

清水です。どうぞよろしくお願いします。 

○委員（辻  至誠） おはようございます。委員の

辻至誠といいます。よろしくお願いいたします。 

○委員（荒木慎大郎） おはようございます。荒木で

す。よろしくお願いいたします。 

○委員（西田  真） おはようございます。委員の

西田です。よろしくお願いします。 

○委員（西垣 秀昭） おはようございます。委員の

西垣秀昭です。よろしくお願いします。 

○委員長（森垣 康平） 次に、観光文化部から名簿

順でお願いいたします。観光文化部、コウノトリ共

生部、都市整備部でよろしくお願いします。 

○観光政策課長（中田 啓之） おはようございます。

観光文化部観光政策課の中田です。よろしくお願い

いたします。 

○コウノトリ共生部長（坂本 成彦） おはようござ

います。コウノトリ共生部の坂本です。よろしくお

願いします。 

○農林水産課長（浪華  誠） おはようございます。

農林水産課長の浪華と申します。よろしくお願いい

たします。 

○農林水産課参事（村田 光弘） おはようございま

す。農林水産課参事をしています村田といいます。

どうぞよろしくお願いします。 

○農林水産課参事（西村 文紀） おはようございま

す。農林水産課参事の西村といいます。よろしくお

願いします。 

○コウノトリ共生部次長兼環境経済課長（瀬崎 晃久）

 おはようございます。コウノトリ共生部次長兼環

境経済課長、瀬崎です。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） おはようござ

います。コウノトリ共生課課長の宮垣です。よろし

くお願いします。 

○都市整備部長（冨森 靖彦） おはようございます。

都市整備部長の冨森です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○都市整備部次長兼建設課長（久田  渉） おはよ

うございます。次長兼建設課長の久田と申します。

よろしくお願いいたします。 

○建設課参事（和田 征之） おはようございます。

建設課参事の和田でございます。どうぞよろしくお

願いします。 

○建設課参事（谷口 浩二） おはようございます。

建設課参事、谷口ですどうぞよろしくお願いいたし



 2 

ます。 

○建設課参事兼国県事業推進室長（北村 省二） お

はようございます。建設課参事兼国県事業推進室の

室長をしてます北村です。お願いいたします。 

○建設課参事兼用地対策室長（山根 哲也） おはよ

うございます。建設課参事兼用地対策室長の山根で

す。どうぞよろしくお願いします。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） おはようございます。

都市整備課長、堂垣です。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○都市整備課参事（武中 孝寛） おはようございま

す。都市整備課参事の武中です。よろしくお願いし

ます。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 失礼します。建築住

宅課長の小川です。よろしくお願いします。 

○建築住宅課参事（岡田 忠昭） おはようございま

す。建築住宅課参事の岡田です。よろしくお願いい

たします。 

○地籍調査課長（上阪 善晴） おはようございます。

地籍調査課長の上阪でございます。よろしくお願い

します。 

○委員長（森垣 康平） 次に、議会事務局、よろし

くお願いいたします。 

○事務局主幹（舩越 初美） おはようございます。

事務局の舩越と申します。よろしくお願いします。 

○委員長（森垣 康平） ありがとうございました。 

 なお、後半でも委員の皆さんには自己紹介してい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、４番の協議事項、（１）委員会所管事

項の事務概要についてを進めたいと思います。 

 まず、前半に観光文化部、コウノトリ共生部及び

都市整備部の順で部ごとに説明、質疑を行い、後半

に各振興局、上下水道部及び農業委員会事務局とい

う形で進めたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して、発言者名を名のってから行ってい

ただきますようにご協力よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、まず、観光文化部の説明をお願いいた

します。 

 観光政策課、中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） よろしくお願いいた

します。 

 それでは、観光文化部観光政策課から今年度の事

務概要、重点事項３項目につきまして、進捗状況を

ご説明いたします。 

 ３ページをご覧ください。国内誘客及び海外戦略

の推進につきましてご説明いたします。 

 概要及び進捗状況のご説明の前に、市内宿泊者数

の状況についてご説明いたします。 

 本年１月から９月までの訪日外国人観光客の延

べ宿泊者数は、速報値で６万７，２４４人泊と、前

年同期比２７．６％増となりました。４月と５月は

単月で初めて１万人泊を突破しまして、年間延べ宿

泊者数は昨年の７万９，０８９人泊を上回り、過去

最高を更新することが確実な状況となっておりま

す。 

 一方、日本人観光客の１月から６月までの延べ宿

泊者数は３９万４，２１２人泊と、前年同期比２．

３％の増となりました。しかしながら、７月から９

月の第３四半期の実績につきましては、現在集計中

ではありますが、豊岡観光ＤＸ基盤データによると、

７月が前年同月比１９．５％の減、９月が１７．１％

の減という状況となっております。豊岡市大交流ビ

ジョンに掲げます本市に共感や愛着を抱き、何度も

訪れ、長く滞在していただけるロイヤルカスタマー

と言われる熱心なファンを育成することで、選ばれ

続ける観光地であるよう一層努めてまいります。 

 それでは、今年度事業の進捗状況につきましてご

説明いたします。 

 現況と課題につきましては、省略させていただき

ます。 

 基本方針としまして、豊岡にしかない価値や豊岡

でしか経験できないローカルな価値を最大限活用
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するとともに、豊岡の観光情報を容易かつ的確に取

得できる環境を整えること、また、滞在時間や訪問

回数を増やすための体験型、高付加価値化コンテン

ツなどの造成及び観光ＤＸ基盤を活用した来訪者

の動向分析や市内周遊促進策を通じて、市内宿泊者

数及び観光消費額の増加につなげることを掲げて

おります。 

 概要及び進捗状況です。１つ目の観光地経営のあ

り方検討です。 

 豊岡市観光地経営のあり方検討委員会で示され

た方向性やアクションプランに基づき、地域と連携

した具体的な施策や新たな観光振興財源の確保に

向けた検討を行っております。新たな観光振興財源

の確保に向けた検討につきましては、専門的な知見

を有する事業者の支援を受け実施することとして

おり、（１）公募型プロポーザルにより、契約候補

者として公益財団法人日本交通公社を選定いたし

ました。 

 プロポーザル審査を経て、（２）観光自主財源検

討支援業務の委託契約を契約候補者と締結してお

ります。業務内容は、検討委員会の運営支援、勉強

会の開催、導入計画骨子案の作成、４ページに参り

ます、来訪者や関係団体、観光事業者へのアンケー

トやヒアリングなどによる意識調査の実施を支援

いただきます。 

 （３）観光自主財源検討委員会を１０月２１日に

設置いたしました。１３名の委員の方々から記載し

ております所掌事務につきましてご意見をいただ

くことにしており、第１回委員会を今月５日に開催

したところです。今年度４回程度の開催を予定して

おり、次回、第２回委員会は１２月２３日午後１時

から開催する予定としております。 

 次に、２、玄武洞公園のバリアフリー化検討及び

落石防止対策です。 

 高齢者や障害者などが自由に移動し、安心して観

覧できる環境を確保するための手段を検討するた

め、検討業務を委託しました。業務結果を踏まえ、

引き続きバリアフリー化のあり方について検討を

行っているところです。 

 次に、３、玄武洞公園ライトアップ及び特別公演

事業です。 

 文化観光に資する玄武洞公園の屋外文化体験施

設としての魅力発信と認知拡大を図ること、また、

市民の皆様も楽しめる場としての魅力を改めて発

信するため、ライトアップと特別公演を実施しまし

た。 

 ５ページをご覧ください。ライトアップは、１６

日間で１，１４０人の方が来園いただきました。う

ち中学生以下の来園者が２０９人あり、子どもたち

が豊岡にしかない価値や魅力に触れる機会になっ

たのではないかと考えております。 

 （２）特別公演につきましては、内容は記載のと

おりで、定員３００人のチケットが完売となりまし

た。来場者がライトアップや特別公演の様子だけで

なく、玄武洞公園そのものの魅力を広くＳＮＳで発

信いただいており、事業の目的を達成することがで

きたのではないかと考えております。 

 次に、５、山陰海岸ジオパーク推進事業です。 

 ユネスコ世界ジオパーク再認定審査時の指摘事

項への対応としまして、（１）地質物品販売対策に

係る共通割引社会実験を実施いたしました。玄武洞

公園来園者に玄武洞ミュージアムへの入館料割引

券を配布し、玄武洞ミュージアムの入館者を増やす

ことによって指摘事項の解決につなげられるかを

検証いたしました。実施期間は９月の１か月間、利

用枚数は、６ページをご覧ください、１，４６１枚

でした。取得しましたアンケート調査の結果分析を

進め、引き続き山陰海岸ジオパーク推進協議会とと

もに事業者との対話を重ねながら、指摘事項への対

応を行ってまいります。 

 次に、６、観光地経営推進負担金、７、海外誘客

推進負担金です。 

 いずれも、一般社団法人豊岡観光イノベーション

への負担金となります。毎週実施しておりますデジ

タルマーケティングに基づくサイト改善協議や、毎

月行っております当課、観光政策課との事業進捗も

含めた意見交換及び政策、施策の検討、隔月で開催

される定例会などを通じまして観光動態を踏まえ
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た適時性、実効性のある事業推進を行っております。 

 その他の事業につきましては、資料をご清覧くだ

さい。 

 ８ページをご覧ください。芸術文化観光専門職大

学との連携です。 

 現況と課題につきましては、省略をさせていただ

きます。 

 基本方針です。地方創生の観点から大きな効果を

もたらすことが期待される芸術文化観光専門職大

学が有する機能や、多様な専門的人材の知見を最大

限活用して地域課題の解決を図るとともに、学生の

地域活動への参画を支援することにより、地域の新

たな価値の創造や地域への定着を図ることを掲げ

ております。 

 概要及び進捗状況です。１、地域連携事業の実施

として、豊岡市高大連携事業をはじめ５つの事業に

取り組んでおります。また、２、臨地実務実習の受

入れとしまして、市役所関係各課において、専門職

大学の２年生及び３年生の実習を受け入れており

ます。（１）の文化政策実習は、各地域の文化政策

の現状を分析し、新たな文化振興策の企画など、文

化政策立案能力の習得を目指すことを目的に受入

れを行いました。受入れ期間は１０日間、９ページ

をご覧ください、５名の学生を受け入れました。 

 また、（２）の地域創生実習は、学生が地域創生

の現実的な取り組みについて学び、社会課題を政策

に転換するプロセスを理解することを目的に、２０

名の学生をテーマごとに、オに記載しております部

署で受け入れました。さらには、専門職大学生の卒

業後の本市への定住、就職を支援するため、学生を

対象としたキャリアを考える会を開催しました。地

域おこし協力隊や市内に就職した同大学の卒業生

らと、今後のキャリア形成について意見交換を行い

ました。 

 １０ページをご覧ください。豊岡演劇祭の開催支

援です。 

 現況と課題につきましては、省略をさせていただ

きます。 

 基本方針です。豊岡演劇祭実行委員会の構成団体

として豊岡演劇祭の開催を支援することにより、演

劇のまち豊岡を国内外に広くアピールし、ブランド

イメージの構築に寄与するとともに、演劇祭をまち

づくりの課題解決に向けたトライアルの場と位置

づけ、演劇祭を通じた持続可能なまちづくりを実現

することとしております。 

 概要及び進捗状況です。１１ページをご覧くださ

い。２、豊岡演劇祭２０２５の開催と準備です。本

年開催しました豊岡演劇祭２０２５は、９月１１日

から２３日までの１３日間の会期で開催されまし

た。（２）会場は、新たにコウノトリ但馬空港や但

馬信用金庫などでも上映されました。 

 （４）参加団体、プログラム数です。公式プログ

ラム、フリンジプログラム、関連プログラムを合わ

せ１０２団体、１１８プログラムとなりました。ま

た、（５）寄りんせぇプログラムは、演劇祭を訪れ

る方々に地域の人、食、サービスなどの魅力をより

深く体験いただくプログラムで、２４プログラムが

実施をされました。 

 （７）来場者数は延べ４万１，０９９人と、昨年

の３万６，２２５人を上回り、過去最高を記録いた

しました。観劇のみならず、演劇祭への出演や、フ

ェスティバルナイトマーケットへの出店、ボランテ

ィアサポーターとしての参画、芸術文化観光専門職

大学生１６１人の実習参加など、様々な形で演劇祭

に関わる市民の皆様が増えております。今後も市民

の皆さんとともに親しめる豊岡演劇祭となるよう、

開催を支援してまいりたいと考えております。 

 なお、来年９月の開催に向け、豊岡演劇祭２０２

６の企画、検討、準備を行っております。 

 観光政策課の説明は以上です。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） すみません、１点だけ、分か

ればでいいんですけど、専門職大学の今年度の出願

の状況が分かりますかね。 

○委員長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） 手元に数字を持ち合
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わせておりませんので、回答できません。申し訳あ

りません。 

○委員長（森垣 康平） よろしいですか。 

○委員（荒木慎大郎） 大丈夫です。 

○委員長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません、１点、自主財源

検討委員会を今進められてると思うんですけども、

この傍聴などの取組というのは今どんな感じでさ

れてるでしょうか。 

○委員長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） 基本、委員会につき

ましては公開で開催をさせていただいております

ので、市のホームページ、それからＳＮＳ、ＬＩＮ

Ｅ等を通じまして周知し、広く市民の方に議論の様

子を聞いていただくよう努めております。 

○委員長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） といいますのが、太宰府市の

ほうで駐車場税を取られるっていう取組をされて

まして、実はそれが結構クローズドで話をされてて、

直接対応していく事業者の方になかなか周知がで

きなかったっていうことが実施していく上で大変

問題になったっていうことをお聞きしたもんです

から、そういう意味では、なるべくこういう話は広

く、実際に関係をする方々がおられるのであれば、

今後そういう方も入れて聞いてもらえるという機

会づくりもしていただけたらと思います。以上です。 

○委員長（森垣 康平） ほかございますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） それでは、次に、コウノト

リ共生部の説明をお願いいたします。 

 コウノトリ共生部農林水産課、浪華課長、お願い

いたします。 

○農林水産課長（浪華  誠） 本年度の事務概要の

進捗状況について説明させていただきます。 

 事務概要の１２ページをご覧ください。農林水産

課からは３項目を説明させていただきます。 

 まず、農業の振興についてです。 

 現況と課題は、省略をさせていただきます。 

 基本方針ですが、豊岡農業スクールによる担い手

の育成や有害鳥獣対策の推進、また、各集落で策定

された地域計画に基づき、農地の維持管理や効率的

な農地の集積を図るほか、学校給食への無農薬米を

はじめとした有機農産物の提供など、有機農業の拡

大に取り組んでいます。 

 概要及び進捗状況です。１つ目の担い手の育成で

す。 

 （１）の豊岡農業スクールは、今年度の入校生が

４名、昨年度からの継続生が２名で、計６名が研修

中です。受入れ農家の下で実地研修を中心に、座学

研修を交えながら農業に必要な知識や技術等の習

得に励んでいます。 

 （２）の新規就農総合支援につきましては、アの

農業次世代人材投資資金とイの経営開始資金、これ

らは新規就農者への給付金になりますが、それぞれ

２名と７名の方に交付をしています。次のページ、

１３ページになります。上から５行目になりますが、

オの若手農家家賃支援事業につきましては、農業ス

クール生が借りている住宅の家賃補助になります。

今年度、農業スクールに入校された生徒のうち１人

が東京から出石にＩターンをされた方で、家賃の２

分の１を補助しています。 

 ２つ目の地域計画の推進についてですが、２０２

３年度から２０２４年度の２か年で地域計画の策

定を進めてきました。市内には計画策定の対象とな

る２６５の集落がありまして、現時点で２３６集落

と１つの土地改良区で計画が策定されておりまし

て、策定率にすると８９％となっています。なお、

未策定の２９集落についても引き続き計画策定に

向けて支援してまいります。 

 次に、３つ目の有害鳥獣対策です。 

 ４月から９月の駆除実績は記載のとおりですが、

全体としましては昨年の同じ時期に比べて約８％

程度減少をしています。 

 なお、熊の状況についてです。東北地方などを中

心に市街地への熊の出没が増加をしておりますが、

兵庫県内では今年はドングリ類の実りが豊作であ

ったことなどから、市内での９月末時点の目的件数

は９９件となっておりまして、昨年の同じ時期が２
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０６件でしたので、昨年同月比で約５２パー減少、

捕獲頭数も９月末時点で１０頭で、昨年同月比で５

０％減少しています。 

 （３）の不要果樹伐採事業については、本年度か

ら緊急対策として市が主体となって柿や栗の木な

どの伐採に取り組んでおりまして、１０月末までに

８２本を伐採し、現在も伐採作業を行っておりまし

て、年内には合計で約１５０本を伐採する予定です。 

 次に、４つ目の有機農業の推進についてです。 

 有機農業実施計画に基づき、学校給食への無農薬

米の提供を進めています。今年はコウノトリ育むお

米の生産者１８件がつきあかりを栽培し、秋の収穫

の結果、約５５トンのお米が集まりました。これは

市内の学校給食の約７か月分の量に相当しており、

１０月１日から市内の小・中学校の給食で提供が始

まっています。 

 また、お米以外に、無農薬野菜の提供も行ってい

ます。今年度は年６回の提供を予定しておりまして、

記載のとおり、これまでに７月と９月に実施し、１

１月以降に計４回、無農薬野菜を提供する予定です。 

 次のページ、１４ページ、（３）のコウノトリ育

む農法の推進につきましては、９月２４日から２６

日までの３日間、大阪・関西万博に兵庫県と合同で

出展しＰＲを行ったほか、１１月１日には、コウノ

トリ育むお米の生産者など約１５０人が集まって

フォーラムを開催しました。そこで、改めてコウノ

トリ育む農法に取り組む意義などを確認し、生産拡

大に向けた決意を新たにしております。 

 次に、１５ページをご覧ください。農業用施設管

理及び基盤整備促進事業についてです。 

 市が直接管理をしています広域基幹農道の維持

管理と、土地改良など、農業者の皆さんの要望にお

応えするための事業を進めています。 

 概要及び進捗状況です。１つ目の竹野地区圃場整

備事業は、本年度から取り組んでおります新規事業

になります。県営事業により区画の大型化や水路の

管路化、農道の拡幅や井堰の改修などを行うことと

しています。本年度は市が主体となって地形図の作

成を行っておりまして、現在の進捗率は５０％とな

っています。 

 ２つ目の小坂西部地区基盤整備事業について、こ

ちらも新規事業になります。県営事業により幹線用

水路の更新や支線用水路のパイプライン化などを

行います。本年度は市が主体となって調査、設計を

行っておりまして、現在の進捗率は６０パーとなっ

ています。ページ、一番下になります５つ目の伊豆

地区農地整備事業は、本年度から実質的な工事に着

手をしておりまして、現在の進捗状況は１０％とな

っています。 

 次のページ、１６ページになります。６つ目のた

め池廃止事業です。農業用としては使用されていな

いため池について、貯留機能を廃止して豪雨時など

に想定される決壊被害を防止する工事で、本年度は

日高町の梅ケ坪池の廃止工事を行っておりまして、

現在の進捗状況は５０％です。７つ目の内町地区圃

場整備事業については、２０２２年度から区画の再

整備と用排水路の管路化工事を進めておりまして、

今年度分の進捗状況は３０％となっています。 

 続いて、１７ページをご覧ください。林業及び水

産業の振興についてです。 

 基本方針になりますが、森林・林業ビジョンに基

づき森林環境譲与税を活用した森林整備を進める

とともに、水産業においても、但馬漁業協同組合等

の関係機関と連携を図りながら、豊岡市水産業振興

基本計画に基づいた取組を推進しています。 

 概要及び進捗状況です。まず、林業につきまして、

（２）の森林環境保全対策事業は、各区が主体とな

って実施する民家裏の危険木の伐採や小規模な森

林整備を支援する補助制度です。次のページ、１８

ページの上段に記載のとおり、実施中の地区を含め

まして合計で１５件の交付決定を行っています。 

 次に、（３）の雪害倒木緊急対策事業です。冬季

の雪害倒木による停電被害を未然に防ぐため、電線

周辺の危険木の事前伐採に要する経費を支援する

ための補助制度です。今年度は、竹野南コミュニテ

ィのわいわいみ・な・みから申請があり、竹野町下

村から竹野町の門谷にかけまして合計で４５６本

の危険木の伐採処理を進めており、現在の進捗状況
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は４０％となっています。 

 次に、（４）の獣害対策緩衝帯森林整備事業、い

わゆるバッファーゾーン整備事業です。昨年度から

創設した補助制度で、農作物や森林植生等の獣害を

軽減するほか、集落に近い里山の森林を整備するこ

とで、熊の隠れ場所をなくして人里に近寄りにくく

するものです。実施済みが２件、実施中のものが１

７件となっています。 

 次に、（５）のＪ－クレジット制度の導入に向け

た事前準備業務です。市行造林事業、市有林整備に

よって創出されるＣＯ２吸収量のＪ－クレジット化

に取り組みます。今後Ｊ－クレジットの創出量や販

売価格、販売手法などの詳細を検討していくことと

しておりますが、早ければ２０２７年度中の販売開

始を目指しています。本年度は対象森林の選定や図

面等の整理業務を委託しておりまして、現在の進捗

状況は５０％となっています。 

 次に、（６）の自伐型林業の推進です。国の地域

力創造アドバイザー制度を活用し、外部から専門家

を招いて自伐型林業者を育成するための取組を昨

年度から進めています。今年度は７月６日に自伐型

林業フォーラムを開催したほか、次の１９ページに

なりますが、８月から１０月にかけましてチェーン

ソーの取扱いや重機による作業道開設などの実践

的な研修を合計で９回開催しました。 

 次に、（７）の人と森林のつながり推進事業につ

いては、市内で森林に関わる活動をされている多様

なステークホルダーを連携し、人と森林のつながり

ＰＲイベントや木育ワークショップの開催など、市

民の皆さんが森林に触れる機会を提供するための

様々な事業を行っています。 

 ２つ目の水産業に関しましては、田結漁港に堆積

している砂の撤去工事を年明けの１月から予定し

ているほか、漁業者への燃油高騰対策支援に取り組

んでいます。 

 農林水産課からは以上です。 

○委員長（森垣 康平） 次、環境経済課、瀬崎次長、

よろしくお願いします。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 環境経済課

からは２件ご説明、ご報告をいたします。 

 ２０ページをお願いいたします。まず１件目、経

済政策の推進につきましてご説明いたします。 

 現況の課題、基本方針に沿いまして、４月以降、

事務を進めております。１０月末現在の取組状況に

ついてまとめておりますので、主な取組についてご

説明いたします。 

 １つ目、内発型産業の育成及び地域経済担い手育

成の推進項目といたしまして、（２）に記載してお

ります成長を目指す企業や起業に取り組む若者、女

性等に対する相談業務の実施項目といたしまして、

今年度、実施から７年目になりましたビジネス総合

相談窓口のＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫＡの運営支援

を行っております。１０月までの相談者数が５２名、

相談件数が１１２件と、多くの起業を目指す方、起

業のレベルアップを目指す方からご相談をいただ

いております。 

 また、同じ項目の（３）番、ステップアップ支援

補助金や起業チャレンジ支援補助金など、支援制度

といたしまして、アに記載しておりますステップア

ップ支援補助金は１５件の決定、金額で１，９７５

万６，０００円の交付を決定いたしております。ま

た、イに記載しております起業チャレンジ支援補助

金は１１件、９６６万９，０００円の交付を決定さ

せていただき、どちらも２月末までの事業完了とし

て現在事務を進めていただいてるところです。この

ＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫＡは、先ほどご説明しまし

た期間、鋭意相談を進めていただきまして、昨年ま

での６年の相談は総件数で３６８件、そのうち創業

につながりました件数が５５件ということで、この

６年間で市内に新たな創業が５５件生まれたとい

ったことになります。 

 また、特段記載は省略しております、ゼロ件とな

っておりますが、（４）番にあります事業承継につ

いてです。こちらにつきましても、黒字廃業という

ことも国内で大きな問題になっております。市では、

継業バンクを支援させていただき、引き続いて継業

支援を進めているところです。今年度につきまして

は、ご相談はありますが、まだ成約がゼロ件といっ
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た状況です。 

 ２１ページをお願いいたします。３つ目の項目と

して、環境経済事業の推進についてまとめておりま

す。今年度新たに３事業の認定をさせていただき、

合計で８７事業が認定となっております。多くの市

内企業、事業者の皆さんにこの取組へ積極的に参加

いただくため、先ほどご説明いたしましたステップ

アップ支援補助金の補助率、通常２分の１の補助率

で行っておりますが、この補助率を３分の２に拡充

するなどして推進策を講じております。今後も、当

市が目指します環境と経済が共鳴するまちづくり

を進める一つの重要な施策として推進してまいり

ます。 

 続きまして、２つ目の項目になります商工振興の

推進につきましてご説明いたします。 

 ２２ページをお願いいたします。記載しておりま

す現況と課題、基本方針に沿いまして事務を進めて

おります１０月末現在の取組状況についてまとめ

ております。主な取組についてご説明いたします。 

 １つ目の項目、中心市街地の活性化といたしまし

て、（１）に記載しております豊岡市立まちなか交

流館等を活用した中心市街地活性化の推進のアと

いたしまして、北但大震災１００年メモリアル事業

を５月の１２日から２５日の間、中心市街地、豊岡

稽古堂をメイン会場として、企画の展示やシンポジ

ウム等を開催いたしました。特に復興建築群に焦点

を当て、多くの市民の皆様にご来場いただき、まち

の記憶を再認識いただき、今後のまちづくりへの機

運醸成につながることを期待して実施したもので

す。 

 ２つ目の特産振興といたしまして、（１）、（２）

に記載しております、かばん産業の人材育成や豊岡

かばんの認知度向上に取り組んでおられる豊岡か

ばん組合等への支援を行っております。 

 ２３ページをお願いいたします。３として、もの

づくり支援として、（２）に記載しております豊岡

市工業会への支援として、市民参加型の事業、おっ

とろっしゃ！とよおかのものづくりのイベント開

催への支援、また、会員企業の社員の皆さんの技能、

能力の向上として、ものづくり実技講座の開催につ

いて支援をしております。現在、豊岡市工業会には

６４社の企業が加盟いただき、鋭意レベルアップに

取り組んでいただいています。 

 ４つ目の項目です。ふるさと納税による市内経済

の活性化についてです。 

 全国の寄附者の皆さんの利便性の向上や情報発

信、これを強化するということに重きを置きまして、

新たな相談窓口の導入や魅力ある返礼品の充実に

力を入れ、ウに記載しております寄附の実績となっ

ております。数字を見ていただきますと前年と比較

してすごく上回ってる状況になっております。これ

は、国の制度改正が９月末にありまして、駆け込み

の寄附があったと事務局ではマイナス思考でも理

解しております。したがって、現状で見ますと、寄

附者の皆様が選ばれる返礼品も様々変わっており

ますので、今後も国の制度改正に十分注視し、全国

の皆様から豊岡をご支援をいただけるよう引き続

き推進してまいります。現在、ポータル事業者は全

１５者で、受入れアドバイスをいただきながら進め

ております。 

 最後になります５つ目の項目、プレミアム商品券

による物価高騰対策といたしまして、昨年度、国か

ら配分いただきました重点支援地方交付金を活用

させていただき、プレミアム商品券事業を実施して

おります。域内の消費の促進と市民の皆様の経済対

策という形で取り組んでおります。販売期限を８月

２９日、使用期限を９月３０日といたしましたので、

販売、換金の実績を記載しておりますので、ご清覧

お願いをいたします。 

 環境経済課からは以上です。 

○委員長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 次は、コウノトリ共生課、宮垣課長、よろしくお

願いします。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） コウノトリ共

生課からは、３項目の進捗状況について説明させて

いただきます。 

 まず、２４ページをご覧ください。コウノトリ野

生復帰の推進です。コウノトリは、２００５年の初
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放鳥から２０年を迎えまして、今年の繁殖が終わり、

既に５５０羽を超えるコウノトリが全国で空を飛

んでおります。この増え続けるコウノトリに対して、

市民との協働による生息環境整備やコウノトリを

シンボルとしたまちづくりを進めるために、生物多

様性地域戦略の推進による自然環境の保全や次世

代の育成、普及啓発などを進めてまいります。 

 進捗状況につきまして、まず、１番目のコウノト

リと共に生きるまちづくりの推進として、コウノト

リ野生復帰推進事業の中では、この春から６回、市

が関わったもののみですが、コウノトリの負傷等に

よる保護、収容に関わっております。 

 それから、（２）番、コウノトリ生息地保全事業

ですが、今年度、水田ビオトープについては８．４

８ヘクタール、２７か所、１８の小学校区で農家の

皆さん等に協力いただき設置をしております。また、

ハチゴロウの戸島湿地及び田結湿地では、両湿地で

１００人を超えるボランティアの方々に作業して

いただき、良好な環境を保っていただいております。 

 それから、（４）番、コウノトリ放鳥２０周年記

念事業です。２５ページとなりますが、６月に、木

彫刻作家であります、はしもとみおさんの木彫刻展

や講演会などを開催しております。また、１０月に

は、韓国でコウノトリ野生復帰に取り組んでいます

韓国禮山郡との交流シンポジウムを開催しました。

同時にコウノトリ感謝祭も開催して２０周年の記

念事業としております。 

 次に、２番目、次世代育成、普及啓発、交流です

が、（１）番、ふるさと教育の推進として、今年度、

小学校３年生を対象としましたふるさと教育での

生きもの調査会を９校、１０回行っております。ま

た、出前授業としましては２校で２回行っておりま

す。 

 飛びまして、（６）番、兵庫・新潟連携による大

阪・関西万博での情報発信としまして、まず、それ

につながるものとして、６月７日に環境創造型農業

サミットを兵庫県と共に開催しまして、豊岡市民会

館で行っております。その際、田鶴野小学校による

発表なども行われております。 

 ２６ページに行きまして、ウのひょうごフレンド

シップウィークでの展示ということで、農林水産課

のほうにも記載がありましたが、兵庫県、新潟県と

共同出展しまして、コウノトリ野生復帰やコウノト

リ育む農法の展示を行っております。期間は９月２

４日から２６日、場所は関西パビリオン多目的エリ

アで、１万７，９８３人の来場者がありました。 

 ３番目、生物多様性保全の推進です。 

 （１）生物多様性地域戦略の推進です。今年度、

小さな自然再生活動支援助成金は８件、２９万円を

支出しております。また、高校生等地域研究支援補

助金は２校、１０万円を支出しております。オの外

来種対策は、今年度、昨年度に豊岡市外来種対策行

動計画を策定して、その行動計画に基づき、市民協

働による外来種駆除として多くの地域にご協力を

いただき、オオキンケイギクの駆除活動を市内各地

で行っております。 

 （２）自然共生サイトの取組推進では、エリア内

の保全活動やモニタリングの実施をしております。

普及啓発の実施は、１１月２日に開催されました加

陽湿地まつりで駆除体験などを実施しております。 

 次、２７ページに行きまして、環境施策の総合調

整についてです。 

 ２０１７年度に改定しました豊岡市環境基本計

画に基づいて環境報告書を作成しております。今年

度も、２０２４年度環境報告書に関する環境審議会

をこれまで７月に１回開きまして、来週また２回目

を開きます。環境審議会による視察を１０月に行っ

て。 

 次に、２８ページ、脱炭素の推進についてです。 

 脱炭素の推進については、市民や事業者などとの

連携して積極的な脱炭素の取組を行うとともに、豊

岡市の地球温暖化対策実行計画区域施策編の計画

目標であります２０３０年度までに集中的な施策

展開を図るために、日高神鍋エリアをモデルエリア

として設定し、環境省補助事業などを活用して取り

組んでいくこととしております。 

 １番目の脱炭素先行地域への申請についてです

が、日高神鍋エリアにおいて、環境省補助事業の脱
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炭素先行地域を活用し気候変動対策と地域課題の

解決に取り組むべく、先月１０月１５日に第７回脱

炭素先行地域への募集に申請させていただきまし

た。現在、審査過程にあり採択まで、環境省への対

応をしていきたいと考えております。 

 ３番目、脱炭素アカデミーの開催です。市民や市

内事業者を対象に脱炭素行動を牽引できる人材育

成を目的として、脱炭素アカデミーを開催しており

ます。１０月までに２回開催しております。 

 ４番目の大規模太陽光発電所の管理運営としま

して、今年度、山宮地場ソーラー、それからコウノ

トリ但馬空港地場ソーラー、２９ページに行きまし

て、竹貫地場ソーラー発電所を管理運営しておりま

す。現在、昨年度を上回る売電収入の状況となって

おります。これはオンライン出力制御に替わったこ

とによって出力制御の時間が短くなったというこ

とと、今年度、出力制御回数のほうを見ますと、昨

年度は１３回あった出力制御が今年度６回に減少

していることが原因と考えております。 

 それから、５番目の太陽光発電システム設置支援

については、今年度、太陽光パネル１６件、太陽光

パネルと蓄電池のセット１８件の合計３４件あり

ます。また、住宅用蓄電池の設置補助につきまして

は、蓄電池のみの設置は６件になっております。事

業者用太陽光発電システムにつきましては、太陽光

パネル３件を補助しております。 

 また、（２）番、豊岡市自家消費型住宅用太陽光

発電設備等導入補助金については、新たに兵庫県の

補助制度を活用した住宅用太陽光の発電設備及び

蓄電池のセットでの補助制度として創設しまして、

２０２５年１０月８日から受付を開始しておりま

す。現在のところ交付決定したものはありません。 

 ６番目の木質ペレット、まきを利用するストー

ブ・ボイラーの設置支援については、現在のところ、

まきストーブが１件、まきボイラーが１件となって

おります。 

 ７番目、脱炭素化に向けた情報発信については、

記載のとおり取り組んでおります。 

 コウノトリ共生部からは以上です。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません、脱炭素先行地域

の関係で１点、前回採択されなかったということで、

今回再チャレンジということなんですけども、その

点で、ちょっと目立って変更した部分というか、考

え方を少し変えた点っていうのはどういったとこ

ろがありましたでしょうか。 

○委員長（森垣 康平） はい。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 考え方自体は

あまり変えておりません。ただし、第６回の部分で

指摘されました再生可能エネルギー導入量の増大

については、前回申請では４．３メガワットぐらい

の太陽光発電の導入量にしておりましたが、今回申

請では６メガワット相当の導入量ということで大

幅に増やした中で申請をしております。 

 また、今回新たに株式会社ＪＴＢに共同提案者と

して加わっていただきまして、神鍋が気候変動対策

とともに取り組んでおります地域課題、特に観光振

興の部分について強力なパートナーを得た中で申

請をさせていただいていると考えております。 

○委員長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） この今回、前回もそうなんで

すけども、恐らく、なかなか行政だけっていうより

は、市民との連動というか、盛り上がりをつくって

いくということが期待されてると思うんですけど

も、その辺の取組というのは何か、現状、不採択か

ら今回の申請までの間に取り組みされたことって

いうのはありますでしょうか。 

○委員長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 不採択になる

前から、徐々にですが、地域のほうにも入らせてい

ただいて、対象エリアになる区長等の方々には説明

に回らせていただいたり、事業者にも個別に当たり

まして、太陽光発電設備を導入するに当たっての住

民への説明会なども開いております。 

 また、個別に、どれぐらいの量が設置できるのか

ということを実際に事業者と回りまして見ている
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事もしており、地域の方々に理解を促すための取組

をしております。ただ、これはまだ申請段階ですの

で、どこまでの話を持っていって、例えば本当にお

得になりますよというような変な勧誘にならない

ように、気をつけて回らせていただいております。 

○委員長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 今いろいろと、例えばまきボ

イラーとか、そういう取組も市のほうではやってる

んですけど、これもなかなか申請が伸び切れてない

ということもありますし、特にこうやって地域を指

定していくんであれば、その地域の方々に、やっぱ

り今既存で設けてる制度とかをもっと、脱炭素にな

るということと、自分たちもプラスになるというこ

ともうまく連動して説明をしていっていただきた

いなと。ぜひ採択されることを期待しております。

以上です。 

○委員長（森垣 康平） そのほかございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 すみません、ちょっと僕のほうから１つだけ、環

境経済課のプレミアム商品券についてちょっとお

聞きしたいんですが、これって物価高騰対策として

はすごくいい取組だと思うんですが、毎回思うんで

すけど、やはり一定数買われない方っていうのがい

らっしゃいますよね。こういった方はどういった

方々かっていうような何か考察はされてるんでし

ょうか。 

 瀬崎次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） 買われない

方への方策、買えない方への方策。 

○委員長（森垣 康平） どういう人が買ってないの

かっていうふうに何か考えとられますか。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） どういう人

が買ってないのかいう分析はなかなか難しいです

けど、一般的に考えると、１万円をお出しいただい

て１万２，０００円ということで、例えば仮に生活

の困窮がある方だと仮定すると、市では、社会福祉

課で対策はしています。 

 あわせて、プレミアム商品券は３回目になるけど

も、１回目は、今回と同じように１万円で１万２，

０００円分、２０％のプレミアムでした。一番直近

の分は商品券をお配りしたっていうのがあるんで

すけども、やはり今回、緊急経済対策、２つの柱が

あると理解してまして、１つは、物価上昇に見合う

ぐらいの２０％のプレミアム率をつけて消費行動

につなげていきたいというのが１点で、もう１点は、

消費が低迷しますと、市内の事業者の皆さんの売上

げも減ってくるだろうということで、もし２，００

０円分の商品券を配ると、２，０００円の消費しか

回りませんが、１万円を身出しいただいて１万２，

０００円分の商品券という形ですと１万２，０００

円の消費になるので、後者を選択して取組むことと

しました。 

 委員長からのご質問に対するお答えにはぴった

り合ってないかも分かりませんが、考え方としては、

例えば子供さんのいらっしゃる世帯には、子育ての

部署からこの商品券をお配りさせていただく事業

と、福祉では、社会福祉課が同じような事業で、我々

のほうは経済という観点で事業を進めております

ので、市内企業の育成と物価上昇の支援をしたいと

いう点で取組を進めているところです。以上です。 

○委員長（森垣 康平） 少し聞きたかったのは、情

報弱者の方ですとか、金銭的にはできますが、その

手間を惜しむ方とか、そういったような方々、また、

あと、このお金を用意できない方、先ほど福祉の話

をしてくださいましたんで、ちょっとその辺は理解

できましたが、そういった方々がどの程度おられて、

それに対する対策はどのようにされてるのかなと

いうのをちょっと疑問に思ってたもんで、その辺を

お聞きさせていただけますか。 

 瀬崎次長。 

○コウノトリ共生部次長（瀬崎 晃久） まず、情報

弱者の市民の皆様につきましては、重ね重ねになり

ますが、市の広報ですとか防災行政無線、それから

区長さんや民生委員さんを通じた情報発信で、アナ

ログではありますが、努めております。少しデジタ

ル化も進んでおられる市民もいらっしゃいますの

で、ＬＩＮＥですとか市の情報発信、こういったよ

うなことも併せて行っております。引き続いて全て



 12

の皆様に正しく情報が伝わるように配慮して、慎重

に進めていきたいと考えております。 

○委員長（森垣 康平） よろしくお願いします。 

 そのほかございますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） それでは、続いて、都市整

備部の説明をお願いします。 

 都市整備課、武中参事。 

 その前に、すみません、建設課、久田次長、よろ

しくお願いします。 

○都市整備部次長（久田  渉） ３０ページをご覧

ください。市道整備の推進についてです。 

 まず、現況と課題、それから基本方針についてで

すが、２０２１年３月に策定をしました豊岡市道路

整備計画に基づきまして、市域内のネットワークと

なる幹線道路を中心に、国庫補助事業等を活用しな

がら５つの路線の道路整備を行い、早期完了を目指

すところでございます。 

 概要についてです。５件全て継続事業となってお

ります。まず、１つ目の市道福田宮井線の道路整備、

いわゆる栃江橋の整備ですが、こちらにつきまして

は、既に供用開始をしております。昨年度から旧橋

撤去を行うべく国と３か年の基本協定も締結をし

ており、現在、事業進捗に努めているところです。

今年度につきましては１億３，０００万円余りの予

算で下部工２基撤去工事を行っており、２０２６年、

来年度の事業完了を目指しているところでござい

ます。 

 それから、２つ目の市道上野線の道路整備、これ

はいわゆる上野橋ですが、こちらにつきましても、

今年の３月１日に供用開始をしております。引き続

き旧橋撤去工事に取りかかるものです。今年度につ

きましては、予算６，６３０万円でもって１１月よ

り左岸側からの旧橋撤去工事に着手することとし

ております。完了につきましては、２０２６年度の

事業完了を目指しているところでございます。 

 それから、３つ目になります市道藤井中森線道路

改良につきましては、昨年度までに施工延長２００

メートルの約半分に当たる１００メートルの改良

工事を終えており、今年度につきましては、予算額

２，８００万円で残りの延長、道路改良工事を現在

施工中であり、今年度、事業完了予定となっており

ます。 

 それから、４つ目です。市道上山二見線道路改良

工事ですが、こちらにつきましても、昨年度まで施

工延長２２０メートルの約１３０メートルの改良

工事を終えております。今年度は予算額２，０００

万円で残りの延長約９０メートルの改良工事を行

い、２０２６年度の事業完了を目指しているところ

です。 

 それから、最後です。市道高龍寺本線道路改良工

事ですが、昨年度までに測量業務を終えており、今

年度は６月で増額補正の承認をいただきました予

算額３，８８０万円で、現在、用地測量と詳細設計

業務を実施をしており、一部の道路改良工事につき

ましては、用地買収の関係もあることから施工可能

な箇所を見極めているところであり、設計中として

おります。 

 次に、３１ページをご覧ください。橋梁長寿命化

事業の推進です。現況と課題、それから基本方針で

すが、昨年度、２０２４年度に策定をしました豊岡

市道路橋梁長寿命化修繕計画に基づきまして、計画

的に修繕や架け替えを行っていきます。 

 次に、概要です。１つ目の補修工事２億３，３８

０万円につきましては、五荘大橋を含めた８つの橋

梁の補修を行うものです。全て契約済みであり、現

在、準備工を行っており、この出水期明けとなりま

す１１月からの本格的な補修工事となってござい

ます。 

 それから、２つ目の業務委託９，９８０万８，０

００円につきましては、道路橋の３０４橋の定期点

検に係る業務で、進捗率が５０％となっております。 

 それから、３つ目の補償費の１００万円につきま

しては、河谷橋の関電の架空線の移転補償を行うも

ので、現在、移転に係る準備中になっております。 

 建設課からは以上です。 

○委員長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 続きまして、都市整備課、武中参事、よろしくお
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願いします。 

○都市整備課参事（武中 孝寛） 都市整備課からは、

公園施設長寿命化計画について説明させていただ

きます。 

 ３２ページをご覧ください。まず、現況と課題及

び基本方針です。豊岡市が管理する公園につきまし

ては、優先順位を定めて予算の範囲内で修繕、補修

を実施しています。都市公園につきましては、２０

１９年度に公園施設長寿命化計画を策定し、社会資

本整備総合交付金の財源などを活用し、補助事業に

より公園施設の更新を実施しています。 

 次に、概要及び進捗状況です。概要としまして、

本年度は、公共施設等適正管理推進事業債を活用し、

対象となる都市公園、ひまわり公園メインステージ

の補修調査設計業務を行います。具体的な進捗状況

ですが、キタイ設計株式会社と契約をいたしました。

工期は、２０２５年６月２６日から２０２５年１１

月２８日としており、進捗率は９５％です。 

 また、公園施設長寿命化計画とは別に、市民体育

館の解体及び跡地の整備を中央公園整備事業とし

て合併特例債を活用し実施しております。バスケッ

トボールコートのあるボール広場、スケートボード

広場については先行して供用を開始する予定とし

ております。詳細につきましては、後ほど報告事項

での説明とさせていただきます。 

 都市整備課からは説明は以上となります。 

○委員長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 続きまして、建築住宅課、小川課長、よろしくお

願いします。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） ３３ページをご覧く

ださい。民間住宅の耐震化の促進についてです。 

 現況と課題のところに書いてありますように、本

市の住宅耐震化率、これが７４％という状況になっ

ておりまして、能登半島地震の被災地である能登半

島地方、これと同様に低い状態です。この耐震化率

の向上が急務というふうになっております。基本方

針のところで、この目標を９７％というふうに掲げ

ておりまして、目標達成に向けて簡易耐震診断、そ

れからこの耐震診断を基とした住宅耐震改修、これ

らの施策で住宅の耐震化を促進するとしておりま

す。 

 概要及び進捗状況です。１の簡易耐震診断の推進

については、現在申請を２７件受けております。こ

れは、市が簡易耐震診断員を派遣して、地震に対す

る安全性、これを簡易な方法で評価するという診断

です。対象となる住宅は、１９８１年、昭和５６年

の５月３１日以前に着工された住宅になります。個

人負担はないということですので、無料になります。 

 ２番目の住宅耐震改修工事の推進ですけども、先

ほどの耐震診断の結果、耐震性能が不足すると判定

された住宅について、耐震改修計画策定費、それか

ら耐震改修工事費への補助を行っております。（１）

の豊岡市住まいの耐震化促進事業補助金、これは国

の交付金事業になります。アから次のページ、カま

で補助メニューを記載しております。 

 まず、全体補強型については、計画策定、開始工

事、いずれも申請者ゼロ件になります。イの部分補

強型、これは現在２名の方に申請をいただいており

ます。ウの防災ベッド等設置型、これが防災ベッド

を設置する工事なんですけども、これはゼロ件です。

シェルター型というのは、一部屋にシェルターみた

いなものを設けて補強するもので、現在ゼロ名です。

次のページになりますオの屋根軽量化型、これは非

常に重い屋根から重い屋根、あるいは重い屋根から

軽い屋根への改修ということで、５０万円の補助に

なりますけども、１名申請をいただいております。

建替え型、これについては、安全性が低いと診断さ

れた住宅を除却して同一敷地に建て替えるという

工事に補助するもので、１００万円の補助になりま

すけども、申請が３名いただいております。 

 （２）の豊岡市住宅耐震リフォーム等補助金、こ

れは市の単独補助金です。アの居室等補強型になり

ます。居室みたいなところの一部屋を、リフォーム

を含めて改修するもので５０万円の補助になりま

して、現在１４名の方に申請いただいております。

イの豊岡市住まいの耐震化促進事業加算型という

ことで、先ほどの国の交付金事業、これに加算する

もので、合計３名の方に申請いただいております。 
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 ３番の耐震化促進事業に係る補助金代理受領制

度、これ今年度から設けておりますけども、補助金

をもらう代わりに、もう業者に直接市のほうが払う

という制度で、当初の費用負担が少なくなるという

ことで、これも２名申請いただいております。 

 次のページをお願いします。老朽危険空き家対策

の推進についてです。 

 市内全区から報告をいただいた危険空き家につ

いて、市のほうで毎年全件調査を実施しております。

その結果、２０２５年の３月末現在、特定空家３件、

早急な対応が必要と思われる空き家が２２件、この

まま放置すれば将来危険な空き家となるおそれの

ある空き家が３０件、それ以外に、管理されてるも

のや周辺に影響がないもの１９８件ございまして、

合わせて２５３件を把握しているという状況です。

これらの空き家を中心にして指導とか除却に向け

た取組を行っております。 

 概要、それから進捗状況ですけども、まず、空家

等対策協議会、これを年２回ほど開催しておりまし

て、今年は８月６日に第１回を開催しております。

年内にもう一回ぐらいしたいと思っております。 

 それから、危険空き家の除却支援補助金というこ

とで、まず、（１）が特定空家に限定したもの、こ

れが上限１３３万２，０００円を補助するもので、

今年度予定は今のところありません。（２）の危険

空家除却支援事業補助金、これは特定空家までいか

ない空き家についての除却の補助金になりますけ

ども、完了が５件で実施中が５件ということで、合

計１０件申請いただいております。 

 建築住宅課からは以上です。 

○委員長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 続きまして、地籍調査課、上阪課長、よろしくお

願いします。 

○地籍調査課長（上阪 善晴） 資料３６ページをご

覧ください。地籍調査事業の推進についてご説明い

たします。 

 地籍調査は、国土調査法に基づき一筆ごとに土地

の所有者、地番、地目を調査して、筆界、土地の境

界のことですけれども、筆界を確認の上、面積の測

量を行い、土地所有者や権利者の閲覧を経て地籍図

及び地籍簿を作成します。その後、国や県の認証を

受けて成果となり、完了します。その成果の写しを

法務局に送付することにより、既存の公図や登記簿

が修正されます。 

 現況と課題、基本方針は、記載のとおりです。 

 概要及び進捗状況です。１のうち、進捗率ですけ

れども、実施工程を見直した結果、今年度末で１４．

５％となる見込みです。 

 ２の工程別事業ですが、地籍調査は、一つの区域

を３年に分けて実施します。（１）の調査図素図作

成及び一部図根三角測量は、１年目の準備の工程と

なり、作業中です。（２）の筆界立会い調査、詳細

測量は、２年目の工程です。中陰の筆界立会いは終

了しました。測量の工程は来年度実施します。それ

から城崎町楽々浦の２区域は、スマート地籍調査の

筆界案作成までを行っています。机上立会いは来年

度実施いたします。（３）の地籍簿案、地籍図案作

成、閲覧は３年目の工程です。地籍簿案、地籍図案

を作成し、２０日間の閲覧は全て終了いたしました。

国県の認証に向けて書類を作成中です。 

 次のページ、３番の地籍調査の成果管理ですが、

法務局の登記修正を終えた箇所を、順次、地籍調査

事務支援システムに登録し、管理しております。国

県の認証が遅れておりまして、登録済みの区域数に

変化はありません。 

 説明は以上です。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません、度々。建築住宅

課の耐震の関係で少しお尋ねをしたいと思います。 

 目標は９７％というふうに設定をされてるとい

うことなんですけども、現状７４％ということで、

なかなか進まないということで、特に、様々な補助

メニューが用意はしてあるんですけども、申請が全

然伸び悩んでるというのがこの数字には見えるん

ですけども、その伸びない理由っていうのをどのよ

うに考えておられるのかなというのが１点。 
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 それから、この補助金額っていうことに対して、

特に住宅の場合は建築費の高騰というのがあるの

で、そういったことに関してその辺をどのように見

込んでるのかなという、その２点についてお聞かせ

ください。 

○委員長（森垣 康平） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 補助金の申請が伸び

ない理由につきましては、昨年度は９月に補助メニ

ューの拡充ということもしたんですけども、そうい

ったこともあってＰＲもしてきておりますけども、

やっぱり特にこの但馬北部、高齢化率が高いという

地域でもありますので、後継者が帰ってこないとい

う状況があって、なかなか今、高齢者だけ住んでる

住宅を直してもしようがないんじゃないかという

ような意識が根底にあったり、そもそも危機意識が

低いとか、それから、この耐震工事の金額そのもの

もそうですし、リフォームを併せてするということ

になると金額的に相当高い金額になりますので、そ

ういったところで工事がなかなか進まないのかな

というふうには考えております。 

 工事の高騰については、工事費用っていうのはや

っぱり高騰してきてる現状があると思っておりま

す。ですので、補助メニュー、改修費用に対してこ

の補助金額がどうなのかっていう問題はあるんで

すけども、やっぱり限度がありますので、そこら辺

を考えながらになりますけども、県でも、今、耐震

計画の改定を検討をされておりまして、その中でい

ろいろと議論をされてて、このメニュー自体の見直

し等も検討されてるようですので、そこら辺を見な

がら考えていきたいと思ってます。 

○委員長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） なかなか実際このことを知っ

とられて進められる方っていうのが、個人の方とい

うよりも、恐らく工務店さんとか、少し相談があっ

た方が進められるのかなというふうに思います。一

方で、やはり市のほうの制度の場合は書類がすごく

難しいというようなことで、例えば福祉とか、そう

いうことでどうしてもリフォームとか何か改修が

必要だということであっても、本人さんが書かなけ

ればいけないものなのか、工務店さんが書けるもの

なのか、その辺がなかなかはっきりしないというよ

うなことも聞いたことがあります。そういう意味で

は、金額もそうですけども、使いやすいというのは、

実際そのことを進められる事業者さんとか、そうい

うところともうまく連携ができるように、少しどう

いうふうに改良したらいいんですかねというのも

聞かれながら実施されてみたらどうかなと思いま

すので、よろしくお願いします。以上です。 

○委員長（森垣 康平） そのほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） それでは、ないようですの

で、この際、当局の皆さん方から特にご発言はあり

ませんか。 

 ないようですので、この後、報告事項があります

建設課、都市整備課以外の当局の皆さんにつきまし

ては退席していただいて結構です。お疲れさまでし

た。 

 暫時休憩します。 

午前１０時４２分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４２分再開 

○委員長（森垣 康平） それでは、休憩前に引き続

き会議を再開します。 

 当局から報告事項についてですが、都市整備課か

ら報告について申出があり、これを許可しておりま

すので、了承をお願いいたします。 

 それでは、都市整備課から中央公園整備事業につ

いてのご説明をお願いいたします。 

 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） それでは、都市整備

課から中央公園整備事業について説明させていた

だきます。 

 資料は開けますでしょうか。（「はい」と呼ぶ者

あり） 

 中央公園につきましては、利用者間の競合や老朽

化といった潜在的な課題を解決するために、市民体

育館解体後の跡地利用も含めて、公園施設の利便性、

安全性の向上など、既存の公園機能の拡充を目指し
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て整備してまいりました。整備工事全体としまして

は、一部残工事がございますが、工事の完了した施

設につきまして供用開始しますので、その概要をお

知らせします。 

 平面図をご覧ください。まず、多目的広場なんで

すけども、以前はゲートボール場とバスケットボー

ル場として使っていましたが、真ん中に分離帯があ

って使い勝手が悪かったために、分離帯を撤去して

多目的広場として活用します。こちらは９月の１２

日から市民の皆様に使用していただいております。 

 次に、ボール広場についてです。こちらは、市民

体育館の跡地部分にスリー・エックス・スリーバス

ケットコートを２面備えたボール遊びのできる広

場として整備しました。また、ボール広場周辺に豊

岡地区コミュニティセンターの駐車場を３０台分

整備しております。対岸のスケートボード広場につ

きましては、滑走面の整備とセクションと呼ばれる

競技用の障害物を６基整備しています。設計に当た

りましては、地元の若者を中心としたローカルスケ

ーターの皆様と協議を重ね、中央公園のスケートボ

ード広場の利用者に合った施設を共につくり上げ

ることができたと思っております。 

 次に、ボール広場とスケートボード広場の供用開

始のお知らせです。中央公園整備事業についての４、

供用開始をご覧ください。施設の供用開始に当たり、

１１月２９日土曜日１０時半からスケートボード

広場におきまして、ＴＯＹＯＯＫＡ ＣＥＮＴＲＡ

Ｌ ＰＡＲＫ実行委員会主催、豊岡市協賛によりま

すオープニングイベントを開催いたします。イベン

トではキッチンカーの出店なども予定しておりま

すので、ご都合のつく方はぜひご参加していただけ

ればと思っております。 

 なお、オープニングイベントにつきましては雨天

中止としておりますので、ご承知おきください。 

 資料の２ページ目には、各施設の使用ルールを添

付しておりますので、ご清覧ください。 

 都市整備課からの説明は以上です。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 何か質問があれば挙手をお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ないですね。 

 それでは、この件はこの程度にとどめたいと思い

ます。 

 それでは、都市整備課の皆さんは退席していただ

いて結構です。お疲れさまでした。 

 暫時休憩します。 

午前１０時４６分休憩 

──────────────────── 

午前１１時００分再開 

○委員長（森垣 康平） それでは、休憩前に引き続

き会議を再開します。 

 後半の部署に入ります。 

 それでは、３番の自己紹介を改めてしたいと思い

ます。 

 今回の役員改選で当委員会の委員長を拝命いた

しました森垣です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 先ほどのように副委員長から委員、それから当局

というふうに自己紹介をよろしくお願いいたしま

す。 

○委員（前田 敦司） お疲れさまです。今回副委員

長を拝命しました前田敦司です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（清水  寛） 委員の清水です。どうぞよろ

しくお願いします。 

○委員（辻  至誠） 委員の辻至誠です。よろしく

お願いいたします。 

○委員（荒木慎大郎） 荒木です。よろしくお願いい

たします。 

○委員（西田  真） 委員の西田です。よろしくお

願いします。 

○委員（西垣 秀昭） 委員の西垣です。よろしくお

願いします。 

○委員長（森垣 康平） 次に、各振興局から名簿順

でお願いいたします。 

○城崎振興局長（冨岡  隆） 失礼いたします。城

崎振興局長の冨岡と申します。どうぞよろしくお願

いします。 
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○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 城崎振

興局地域振興課参事の橋本です。よろしくお願いい

たします。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 城崎振興局城崎温泉

課長の山田と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○竹野振興局長（吉村 容子） 竹野振興局、吉村と

申します。よろしくお願いいたします。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 竹野振

興局地域振興課参事の森口です。よろしくお願いい

たします。 

○日高振興局長（柳沢 和男） 失礼します。日高振

興局長の柳沢です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） 失礼し

ます。日高振興局地域振興課参事、徳味と申します。

よろしくお願いします。 

○日高振興局地域振興課参事（上野 和則） 同じく

日高振興局地域振興課参事の上野と申します。どう

ぞよろしくお願いします。 

○出石振興局長（木之瀬晋弥） 出石振興局長の木之

瀬でございます。よろしくお願いいたします。 

○出石振興局地域振興課参事（山本 隆之） 出石振

興局地域振興課参事の山本です。よろしくお願いい

たします。 

○但東振興局長（井上 靖彦） 但東振興局長の井上

です。よろしくお願いいたします。 

○但東振興局地域振興課参事（木下 喜晴） 但東振

興局地域振興課参事の木下です。よろしくお願いし

ます。 

○上下水道部長（谷垣 康広） 上下水道部長、谷垣

です。よろしくお願いします。 

○水道課長（縄手 伸幸） 水道課長、縄手です。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○水道課参事（佐伯 勝巳） 水道課参事の佐伯でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

○下水道課長（野畑 修身） すみません、下水道課

課長の野畑です。よろしくお願いします。 

○下水道課参事（羽渕 浩史） 下水道課参事、羽渕

です。よろしくお願いします。 

○農業委員会事務局長（谷田 芳紀） 農業委員会事

務局長の谷田と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（森垣 康平） 続きまして、議会事務局、

よろしくお願いします。 

○事務局主幹（舩越 初美） 失礼します。事務局担

当の舩越と申します。よろしくお願いします。 

○委員長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 それでは、協議事項１番、委員会の所管事項の事

務概要に入ります。 

 進め方といたしましては、まず、各振興局から説

明をいただいた後、振興局を一括して質疑を行いま

す。その後、上下水道部及び農業委員会事務局の順

に、部、局ごとに説明、質疑を行いたいと思います。 

 なお、委員の皆様、当局の皆さん、質疑、答弁に

当たりましては、くれぐれも要点を押さえ、簡潔明

瞭に行うなど、スムーズな議事進行に各辺のご協力

をお願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して、発言者名を名のってから行ってい

ただきますようにご協力お願いいたします。 

 それでは、まず、各振興局の説明を城崎振興局か

ら順にお願いいたします。 

 城崎振興局地域振興課、橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） ３８ペ

ージをご覧ください。城崎振興局の取組についてご

説明申し上げます。 

 基本方針としましては、年間を通じた観光客の誘

客を図るため、城崎の魅力を向上させる取組を行っ

ております。そして公共施設の抱える課題を解決し、

地域の活性化に資する施設とするため、市民と共創

しながら公共施設の集約を進めてまいっておりま

す。 

 実際の事業のほうを説明いたします。 

 概要及び進捗状況についてですが、まず、１、城

崎振興局プロジェクト事業、（１）北但大震災復興

１００年記念シンポジウム補助ですが、１９２５年

５月２３日に発生した北但大震災から１００年の
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節目となります今年に開催されるシンポジウムに

対して支援を行います。進捗状況として丸で書いて

ございますが、５月２３日に城崎国際アートセンタ

ーにてシンポジウムが開催され、北但大震災復興１

００年記念プロジェクト実行委員会から、教育、医

療と福祉、交通をテーマとする次の１００年に向け

た新たなビジョンが発信されました。 

 （２）城崎温泉夢花火事業補助ですが、こちらは、

夏休みの誘客、また、城崎温泉街の風物詩となって

おります城崎温泉夢花火事業へ支援を行っており

ます。夏休み期間の７月３０から８月２２日、お盆

を除く平日の１３日間に花火の打ち上げが行われ

ました。 

 そして、（３）城崎・港未来づくり補助事業です

が、城崎・港地区の地域課題や、おおむね１０年先

を見据えた課題、そうしたものにつきましての取組

に支援を行っております。本年度は６件の事業採択

を行い、５件の交付決定を行っております。 

 （４）観光地の災害対応在り方検討業務ですが、

城崎において、観光地での災害の在り方について、

地元住民や観光関係者と検討し整理を行うという

ことで、観光レジリエンスマニュアルを策定しよう

ということで、まずはセミナーの開催を８月２２日

に行い、レジリエンスマニュアルの検討会議を２回、

１０月２日と１０月２９日に開催しております。今

後も検討会議を２回開催する予定で現在進めてお

ります。 

 大きな２の城崎観光施設管理費ですが、（１）城

崎温泉交流センター実施設計及び用地測量業務で

すが、城崎温泉交流センター、通称さとの湯は、城

崎文芸館と麦わら細工伝承館の機能を統合した複

合施設に建て替えるため、実施設計及び、次のペー

ジに移りますが、用地測量を行うこととしておりま

す。実施設計につきましては、公募型プロポーザル

方式による設計者選定に向けた準備を進めてござ

います。用地測量につきましては、施設の解体に合

わせて３月に実施を予定しています。 

 （２）の城崎温泉交流センター解体工事につきま

しては、施設建て替えのため、さとの湯の解体を行

うということで、９月に契約を済ませておりまして、

今年度中、３月末の工期で今、解体を進めています。 

 城崎振興局からは以上となります。 

○委員長（森垣 康平） 竹野振興局地域振興課、森

口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 竹野振

興局の取組についてご説明いたします。 

 ４０ページをご覧ください。それでは、概要及び

進捗状況をご説明いたします。 

 まず、１つ目の竹野振興局プロジェクト事業の

（１）たけの海上花火大会事業は、竹野地域の知名

度及び地域活性化の向上に寄与するたけの海上花

火大会への支援を行うもので、昨年は強風のため中

止となりましたが、今年は天候にも恵まれ、来場者

数は２万８，０００人で、大変にぎわっておりまし

た。また、今年は新たな試みで有料観覧席を設けた

り、駐車場で協力金を頂くなど、自主財源の確保に

努められていました。 

 続いて、（２）竹野焼杉板景観保全事業は、竹野

浜地区の景観保全を推進すべく、家屋の外壁に焼き

杉板を使用した場合、材料費の一部を補助する事業

で、４月から受付を開始し、１１月１日現在２件の

申請を受け、１件が完了しております。交付決定額

は２２万３，０００円となっております。 

 次に、２つ目の竹野魅力再発見事業です。この事

業は、専門職大学と連携し、竹野地域全域を３つの

コミュニティエリアに分けて地域の魅力調査や検

討を行い、夏と海以外にも竹野へ訪れてもらえるよ

うな体験型のモニターツアーを実施するもので、各

グループが地域別のツアーを考え、第２回の実行委

員会においてプレゼンを行い、その中から三原の魅

力体験ツアーが選定されました。そのプレツアーに

実行委員をはじめ専門職大学の坂本准教授、学生、

観光事業者など参加者２３名で、来る１１月２２日、

秋のプレツアーを実施する予定としております。今

後は、ツアーの振り返り、次年度に向けたブラッシ

ュアップも含め、実行委員会並びにグループワーク

を開催する予定としております。 

 ４１ページをご覧ください。次に、３つ目の竹野
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観光トイレ改修工事は、インバウンドや多様な世代

の観光対策として、観光トイレの洋式化と照明のＬ

ＥＤ化などの改修を行うもので、弁天浜観光トイレ

改修工事の入札が、あさっての１１月１９日に実施

される予定です。 

 最後に、４つ目の旧東大谷野外活動施設の財産処

分です。２０２２年３月末で施設閉鎖しました通称

たけのこ村ですが、地元有志による組織により、施

設の一部を利用し、引き続き野外活動施設として再

開されることとなりました。事業再開で利用されな

い施設については解体撤去し、更地に戻して土地所

有者へ返還するもので、今週から残置物の処分に取

りかかり、処分完了後、解体作業にかかる予定です。 

 説明は以上です。 

○委員長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 日高振興局地域振興課、徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） ４２ペ

ージをご覧ください。日高振興局の取組について説

明申し上げます。 

 進捗状況につきましては、その次の４３ページを

ご覧ください。まず、１番、日高振興局プロジェク

ト事業の（１）日高地域づくり運営事業です。この

取組は、振興局ごとに取り組んでいる若者会議の日

高地域版です。今年度は、江原駅周辺のにぎわいづ

くりをテーマに、専門職大学学生の皆さんや、江原

在住の卒業生の方と協議を重ねてまいりました。１

０月には、昨年に引き続き駅前でヘンテコウィーク

が約１週間開催され、約４００人の来場がありまし

た。これには主に市としては広報で協力をしました。 

 また、そのほかに、駅前で学生を主体に開催する

イベントを現在計画中であります。 

 なお、１０月から、新たに地域おこし協力隊１名

に着任をいただきまして、受入れ団体と協働しなが

ら地域活性化や課題解決のため鋭意活動いただい

ております。 

 今後も、学生たちが主体的に実施する取組に対し

必要なサポートを行います。また、大学生をはじめ、

より広く若い層を取り込みつつ、地域の方々と一緒

になって駅周辺のにぎわいづくりを展開する仕組

みづくりを考えてまいります。 

 次に、（２）番、日高地域の先輩に学ぶ事業です。

例年、日高東、西中学校において、日高地域で活躍

されている方を講師に迎え、授業を実施しておりま

す。今年度は、東中では１年生に１２月２日、２年

生に１２月８日で予定をしております。また、西中

は全学年合同で１２月の５日に予定しております。 

 次に、２番です。観光事業の（１）道の駅神鍋高

原整備事業です。昨年度、実施設計をしておりまし

たが、それに基づいて、老朽箇所修繕による長寿命

化等の脱炭素化等の機能強化を図るため、建築、電

気設備及び機械設備工事により改修工事を実施し

ております。 

 次に、（２）日高夏まつり事業です。７月２７日

に日高夏まつりが例年どおり開催されまして、実行

委員会に１００万円補助支援しました。地元の子供

たちをはじめ多くの方が楽しまれました。 

 続いて、３番、植村直己顕彰事業です。（１）植

村直己冒険賞を核とする顕彰事業の実施のア、２０

２４植村直己冒険賞授賞式、記念講演会では、６月

７日に日高文化体育館で２０２４植村直己冒険賞

を受賞された吉田勝次さんの授賞式と記念講演会

を開催しました。当日は会場に７５０人もの方が参

加されたほか、オンラインによる同時配信を行い、

２６０人の方に視聴していただきました。 

 続いて、イ、出前講座の実施では、５月の２６日

に府中小学校４年生を対象に出前講座を実施しま

した。さらに、ウ、特別授業の実施です。１０月の

２７日に府中小学校６年生を対象に、吉田勝次さん

の特別授業を実施しました。 

 続いて、（２）植村直己冒険館の維持管理運営の

ア、植村直己冒険館来館者数です。指定管理施設の

植村直己冒険館では、９月末までに２万４，５４６

人の来館者がありました。宿泊体験ができるどんぐ

りステイでは１，２８５人が利用されました。また、

１０月の２５日と２６日に開催されましたイのチ

ャレンジ応援祭では、市内外からの子供連れのファ

ミリーら約４００人が参加され、ツリーイングやク

ライミングなどの体験プログラムに参加され、挑戦
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することの面白さ、大切さを感じていただきました。

開催に当たっては、地元の方々の協力をはじめ、Ｎ

ＯＭＯベースボールクラブも体験ブースを出して

いただくなど、協力、支援をいただいております。 

 最後、４番、庁舎管理です。日高庁舎は、今年度、

老朽化への対応とともに、脱炭素化及びユニバーサ

ルデザイン化を図るための改修を進めています。昨

年度の実施設計に基づき、これも建築、電気設備、

機械設備工事により実施をしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（森垣 康平） 続きまして、出石振興局地

域振興課、山本参事、お願いします。 

○出石振興局地域振興課参事（山本 隆之） 出石振

興局の取組についてご説明いたします。 

 ４５ページ、４６ページをご覧ください。施策の

基本方針につきましては、出石城下町の商工観光団

体や地域づくり団体、市民活動グループ、観光・文

化財の専門家等、多様な主体と行政が協働して、出

石の歴史、文化、街並みと風情を生かした魅力のあ

るまちづくりを推進し、観光客数の回復と伝統産業

の復興を目指すと同時に、歴史的資源の活用よる地

域経済の活性化を図るとしています。 

 ２０２５年度に実施することとしています具体

的な事業につきましては、概要に記載のとおりです。 

 これらの進捗状況ですけども、まず、（１）出石

お城まつり事業補助金事業ですが、これらは、同事

業実行委員会が主体となり、市から計２５０万円を

補助するとともに、同実行委員会が町民の方などか

ら協賛金を集められ、事業を実施していますが、市

も実行委員会の構成員として主体的に事業を担っ

ております。今年も、去る１１月３日に第５３回出

石お城まつりが開催され、子ども大名行列や大人大

名行列槍振りなどのほか、新市誕生２０周年記念パ

レードとして、城主に扮した門間市長と、出石町内

で生まれ育った二十歳の若者が侍と姫に扮して大

人大名行列を先導いたしました。当日の午前中は雨

となりましたけども、午後からは天気も持ち直し、

２万５，０００人の方にお越しをいただきました。 

 続きまして、（２）出石城石垣除草作業です。石

垣除草については、年に数回、市職員や市民ボラン

ティアの方により実施してきたところです。しかし、

危険を伴う箇所もあることから、一部業者にお願い

することとし、秋の行楽シーズン前となる１０月初

旬に実施をいたしたところです。 

 続きまして、（３）出石の歴史活用応援事業です。

こちらは、地域住民による歴史的資源を活用した多

様なまちづくり活動を支援し増やすことにより、地

域を誇りに思い、守っていく住民の意識を醸成し、

また、歴史的資源の活用による永続的な地域の発展

及び経済の活性化を目的として本年度創設した事

業です。６月１３日を募集締切りとした初回の募集

には４件の申請があり、審査の結果、全て採択とな

りました。 

 採択された事業は、１つ目に出石城下町「丑寅通

り」マップ作成、２つ目に出石磁器トリエンナーレ

回顧展、３つ目に小野の里の歴史活用事業、４つ目

にいずしレトロサイン計画の４事業で、合計の補助

金額は３１万５，０００円となります。予算残があ

りましたことから、二次募集を９月２６日を締切り

として実施をいたしたところ、小坂地区歴史講座事

業の申請があり、採択をいたしました。こちらの補

助金額は１万５，０００円です。なお補助残がある

ことから、現在、１１月２５日を締切りとして第三

次募集を行っているところです。 

 出石振興局からの説明は以上です。 

○委員長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 但東振興局地域振興課、木下参事、よろしくお願

いします。 

○但東振興局地域振興課参事（木下 喜晴） 資料４

７ページをご覧ください。但東振興局の取組につい

てご説明いたします。 

 まず、現況と課題でございます。但東地域では、

人口減少と少子化、高齢化により地域の活力が低下

傾向にあることから、地域が元気になるための取組

が求められております。 

 課題に対する基本方針といたしまして、但東地域

では、「人口が少なくても住み続けられる」ことを

目的に、地域に関わる人を増やすために、「地域の
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ことが自分事になっている」、「交流人口が増えて

いる」など、但東地域で暮らす魅力を高めていくた

めの取組を行っております。 

 概要と進捗状況です。３項目計上しております。

まず、１点目といたしまして、但東振興局プロジェ

クト事業に取り組んでおります。プロジェクト事業

といたしまして４点ございます。 

 （１）番、「地域との協働による空き家利活用促

進」でございます。空き家を利活用いたしまして交

流人口を増やすとともに、若い世代の移住定住を図

るために、具体的な取組といたしまして、たんとう

未来会議の住宅支援ワーキンググループの活動と

いたしまして、５月１６日に空き家啓発のリーフレ

ット作成、配布をしております。７月２８日には、

空き家流通促進支援事業の勉強会を行っておりま

す。また、１１月４日には、空き家啓発アクション

ブックというものを作成しました。このアクション

ブックにつきましては、１２月の広報配布に併せま

して、但東地域の全世帯に配布をいたします。年末

年始の帰省に合わせまして、ご家族で各家庭でお話

合いをいただくきっかけになればというタイミン

グで発行させていただくというものでございます。 

 （２）番目、若者会議でございます。地域の課題

に関わる若者を増やすために共通の趣味やテーマ

を基に集まり、まちの未来や希望を語り合える場と

いうことで取組をしております。これにつきまして

は、次にご説明いたします集落支援員の方を中心に、

地域の若者や移住者が行うイベントの支援を行っ

ております。 

 （３）番目、集落支援員設置事業でございます。

移住者の目線を生かしたまちづくりを行い、空き家

対策、移住促進を中心に但東地域の魅力を積極的に

発信するために、集落支援員１名を春から設置をし

ております。 

 取組として３点報告します。 

 まず、①番、地域に点在する魅力を線で結び、ま

ちづくりを支援する活動といたしまして、赤花そば

のＰＲ動画に、アニメソングのレジェンド、影山ヒ

ロノブ様に出演をいただいたところでございます。

また、地域資源であります安国寺のドウダンツツジ

の秋の拝観に合わせまして和太鼓のライブの開催

をいたします。和太鼓の奏者につきましては移住さ

れた方でございます。 

 ②番目です。移住者の目線を生かしたまちづくり

としまして、移住者と地域住民のつなぎ役を担って

いただいております。また、移住者目線での施策提

言をいただいております。移住相談コンシェルジュ

という立場でも活動していただいておりまして、移

住希望者と行政や地域との橋渡し役を担っていた

だいております。 

 ③番目、但東の魅力発信でございます。ページ替

わりまして、４８ページをお願いします。地域情報

を掲載したＴＡＮＴＯカワラバンというものを毎

月発行しておりまして、但東地域に全戸配布をして

おりますし、廃校や空き家を活用したにぎわい創出

を検討していただいております。 

 （４）番目、たんとう未来会議です。但東地域の

住民や民間事業者、コミュニティの組織によります

たんとう未来会議、こちらは２０２３年から発足を

しておりまして、但東の特性を生かした人口減少対

策を引き続き検討し、実現可能なものから取組を進

めておるものでございます。今年度の取組といたし

まして、①番、全体会議を２回実施しております。

各部会ごとの会議は随時実施をしております。②番

目、たんとう未来ジブンゴト会議を昨日１１月１５

日に開催をしております。これは、但東のこれから

を「ジブンゴト」として捉える機会を皆さんに提供

するといったことで、開催をしたものでございます。

会場参加していただいた方が５０名、オンラインで

参加された方が７名ありまして、いつもと違うメン

バーで多様なご意見をお聞きすることができまし

た。 

 大きい項目の２番目になります。シルク温泉やま

びこ長寿命化工事についてです。 

 事業内容といたしましては、今年度、実施設計を

発注いたしました。来年度には長寿命化工事にかか

ることを予定しております。 

 大きな項目、３番目、たんたん温泉福寿の湯改修
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工事についてです。事業内容ですが、サウナ室が劣

化、具体的には、壁に使っております木材が収縮を

しておりまして板と板の間に隙間ができ、そのため

にサウナ室の保温性が低下するといったことがご

ざいました。その改修工事を行いまして６月１３日

に完了しとるところでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません。但東振興局のほ

うで、集落支援員さんをこの春からということで、

大変業務内容が濃いというか、多いなというふうに

思ったですけど、この方は何年か継続してっていう

ような考え方でおられるんでしょうか。また、どう

いった方が集落支援員さんになられてるんでしょ

うか。 

○委員長（森垣 康平） 木下参事。 

○但東振興局地域振興課参事（木下 喜晴） まず、

活動ですが、一応一つのめどとして、地域おこし協

力隊の方と同じく３年をめどにして成果をはから

せていただいて、引き続き必要であれば活動を続け

ていただきたいと思っております。 

 あと、かなり忙しくしていただいておりますが、

いわゆる孫ターンの方でございます。この辺りには

お住まいになったことはなかったのですが、大阪の

出身で、東京で先ほど説明させていただきました影

山ヒロノブさんのマネジャーを長くされておった

方です。そちらのエンタメの業界にも非常に強いと

いったことと、前々から地域おこしに興味があった

ということで、２年前から但東にお住みになりなが

ら、地域課題のことにいろいろ気にかけていただい

たり、地域の方といろいろお話をされる中で、但東

振興局としても、この方、ぜひ地域のために活動し

ていただきたいといったことで、集落支援員という

形でこの春から活動をお願いすることになりまし

た。 

○委員（清水  寛） 結構です。ありがとうござい

ます。 

○委員長（森垣 康平） すみません、ちょっと僕の

ほうから１つ今のやつで追加なんですが、報酬等は

どういう形になってますか、支援員さんは。 

 はい。 

○但東振興局地域振興課参事（木下 喜晴） 事業費

といたしまして年額４８５万円でございまして、そ

のうち金額、正確に覚えてないのですが、報酬の部

分と活動費の部分といった形で、トータルで４８５

万円が上限で活動していただいているところでご

ざいます。 

○委員長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 次に……。 

 ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 次に、上下水道部の説明を

お願いいたします。 

 まず、水道課、縄手課長、よろしくお願いします。 

○水道課長（縄手 伸幸） よろしくお願いします。 

 ４９ページをご覧ください。水道施設の整備につ

いてご説明いたします。 

 現状と課題については、変更ございません。 

 概要及び進捗状況をご覧ください。２０２５年度

の主な事業の進捗状況についてご説明いたします。 

 まず、１つ目です。大見塚受水池・配水池改築事

業です。こちらは、老朽化した受水池、配水池の耐

震化のため改築を行うものです。当初は、配水池の

築造を予定しておりましたけども、国交省の交付金

の内示額が少なかったことから、工事の内容を一部

変更し、敷地造成や送水管の布設工事を実施してる

ところです。進捗率は５％です。 

 続きまして、２番、城山配水池耐震補強事業です。

こちらは、耐震診断の結果を受け、耐震補強工事を

行うものです。この工事は、昨年度より着手してお

りまして、今年度も引き続き配水池の耐震補強工事

を実施しております。進捗率は５％です。 

 ３つ目の鬼神谷配水池耐震補強事業です。こちら

も城山と同様、耐震診断の結果を受け、耐震補強工

事を行うものです。こちらは、国交省の交付金の内

示が本当に少なかったので、国交省の補正を待って
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工事発注する予定としております。 

 ４番目の城崎大橋架替関連事業です。こちらは、

県が実施しております城崎大橋の架替事業に伴い

まして配水管を移設、新設するもので、昨年度、新

しい橋への添架は完了しております。本年度は、県

が行う旧橋撤去工事に併せて古い橋に添架してい

る配水管を撤去する予定です。現在のところ、配水

管の撤去時期について、県発注工事の請負業者と調

整しているところです。 

 それから、５番目です。老朽管更新事業です。こ

ちらは、漏水事故の頻度の高いところを優先し、そ

の他耐用年数による更新を計画的に行っておりま

す。老朽管の更新工事で布設替、約２，９５０メー

トルと舗装復旧工事を行っています。進捗状況は記

載のとおりですけども、計画見直しの１件を除き、

いずれも年度内に完了をする予定としております。 

 それから、最後でございます６番、浄水場等設備

更新事業です。こちらは、各施設の老朽化した電気

や機械設備の更新を行うものです。１件完了してお

りますけども、９件は年度内の完了を予定しており

ます。また、計画見直しの３件は、次年度以降に実

施する予定としております。 

 なお、この３件の見直しに変えて、各施設の状況

を見ながら優先順位を入れ替えて機器などの更新

を実施しているところでございます。 

 私からは以上でございます。 

○委員長（森垣 康平） 同じく水道課、佐伯参事。 

○水道課参事（佐伯 勝巳） ５１ページをご覧くだ

さい。水道料金改定の検討についてご説明いたしま

す。 

 現況と課題、基本方針、概要につきましては、４

月のときから変更しておりません。まとめますと、

現在の水道料金の算定期間は、来年度、２０２６年

度までとしているところ、次の算定期間、２０２７

年度から２０３１年度までの５年間を対象として、

料金改定が必要かどうかを豊岡市公営企業審議会

で検討していただくというものでございます。 

 下段の進捗状況をご覧ください。公営企業審議会

の開催状況を記載しております。６月２日には、今

後の水道料金、下水道使用料の在り方について市長

から諮問を受けました。７月１５日には、水道料金

については、料金改定をせずに現行の水道料金体系

を据え置く方向性を確認いたしました。８月２７日

は下水道使用料の協議をし、次回１１月２７日も同

様の予定としているところです。 

 水道課は以上です。 

○委員長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 続きまして、下水道課、野畑課長。 

○下水道課長（野畑 修身） よろしくお願いします。

下水道整備事業の概要及び進捗状況について説明

させていただきます。 

 ５２ページをご覧ください。１番の統廃合事業は、

処理区の統廃合により施設の効率化を図るもので

あり、廃止する浄化センターについてはポンプ場へ

改造し、機器の大幅な削減を行うとともに、汚水調

整池として有効活用するための工事、統合先までの

管布設工事及び舗装復旧工事を実施しています。処

理区ごとの進捗率は５％から５０％となっていま

す。 

 ５３ページをご覧ください。（２）の設計業務は、

１０年に一度の見直しが必要な生活排水処理計画

変更策定業務については進捗率が４５％となって

います。 

 次に、２番の長寿命化対策事業は、統廃合事業完

了後も存続する浄化センターにおいて機器の更新

等を適切な時期に実施し、施設の長寿命化を図るも

のです。（１）の更新工事の進捗率は５％から２０％

です。（２）の実施設計の進捗率は４５％となって

います。 

 なお、統廃合事業及び長寿命化対策事業に対する

国からの補助金はそれぞれ要望額の約５０％にと

どまっているため、不足する分については引き続き

国に要望してるところです。 

 次に、３番目の雨水幹線整備事業に関する内水浸

水想定区域図の公表についてです。６月に開催され

ました防災対策調査特別委員会にて成果について

の説明をしました。８月１日に市のホームページに

て公表をいたしています。 
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 ５４ページをご覧ください。先ほどの水道課と重

複しますけども、次、下水道課の下水道使用料の改

定の検討についてご説明します。 

 使用料の次期算定期間は、２０２７年度から２０

３１年度までの５年間と定めております。この期間

においては、使用料水準の適正性について検証を行

い、改定の要否を判断することとしております。 

 なお、公営企業審議会につきましては、１１月１

日までに計３回開催しており、６月２日の第２回公

営企業審議会において門間市長から諮問がされ、現

在、委員の皆様は、下水道使用料改定の要否につい

て慎重にご審議いただいてるところであります。 

 説明は以上です。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） 度々すみません。下水道課の

ほうで、内水浸水想定区域図の公表をされたという

ことで、実際ホームページ等で出されたと思うんで

すけど、それに対して何らかの反応が市民のほうか

らありましたでしょうか。 

○委員長（森垣 康平） 野畑課長。 

○下水道課長（野畑 修身） 何の反応もないという

のが正直なところです。 

○委員（清水  寛） 分かりました。 

○委員長（森垣 康平） そのほか質問ございません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） それでは、続きまして、農

業委員会事務局の説明をお願いします。 

 農業委員会事務局、谷田事務局長、よろしくお願

いします。 

○農業委員会事務局長（谷田 芳紀） ５６ページを

ご覧ください。農地利用最適化の推進の進捗状況に

ついてご説明いたします。 

 １点目は、農地法に基づく許認可事務でございま

す。毎月１回、農業委員会総会を開催し、農地法等

に基づく農地の権利設定の許可や転用等に係る意

見の進達等を行っております。 

 なお、本年度１０月末現在での申請、許可等の件

数は、前年度と同様、３条申請が多い傾向が継続し

ております。その要因ですけれども、令和５年４月

１日から農地法の一部改正の施行により下限面積

要件が撤廃されたことで、農地を取得しやすくなっ

たことが考えられます。 

 ２点目は、遊休農地の発生防止・解消についてで

す。農業委員、農地利用最適化推進委員の活動を円

滑に進めるため、概ね旧市町ごとに地域部会を編成

し、日頃から違反転用等を含めた農地のパトロール、

耕作者の離農等による遊休農地予備軍と新たな耕

作者をつなぐ活動を実施しております。６月、７月

には、事務局も加わり市内全域で農地利用状況調査

を実施し、当該結果を踏まえ、利用意向調査及び非

農地判断を実施することとしております。利用意向

調査の文書につきましては、１１月４日付で発送を

しております。 

 ３点目は、担い手への農地利用の集積・集約化及

び新規参入の促進です。担い手への農地の集積、新

規参入の促進のための活動を実施しております。具

体的には、新規就農者の農地確保の調整を、地元の

委員が農地の出し手の意向も確認しながら行った

という事例がございます。 

 ４点目は、地域計画の策定です。実施主体は市で

ありますが、農業委員会としては目標地図素案の作

成を担っております。集落で実施される協議の場に

農業委員、農地利用最適化推進委員も参加して相談、

助言等を行っております。 

 ５点目は、農地利用最適化推進委員の活動につい

てです。農地利用最適化推進委員については、農業

委員と連携して対応する体制を構築するため、地域

部会に参画し、農業委員と一緒になって地域課題へ

の対応や情報共有、農地の利用調整といった活動の

円滑化を進めております。具体的な活動としまして

は、全体活動として、農地利用最適化推進委員会、

それから委員研修、さらには、地域における活動と

して遊休農地パトロール、地域部会を開催しており

ます。 

 それから、新委員選定についてです。現在の委員
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の任期が来年の４月までですので、今年度に新委員

の選定等を行う必要があります。１０月６日から１

１月５日の１か月間募集を行いましたが、農業委員、

農地利用最適化推進委員とも定数を満たさなかっ

たことから、１か月間募集期間を延長しております。

現在、農業委員につきましては定数１９名に対して、

あと５名、それから農地利用最適化推進委員の定数

２５名に対して、あと５名の推薦、応募を待ってい

るというような状況でございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません、先ほどの話で、

遊休農地、耕作放棄地も大変増えてる状況ではある

んですけども、その中で、予備軍と新たな耕作者を

つなぐというお話を少しお聞きしましたけども、農

業をされたい方の情報というのはどのように集め

ておられるでしょうか。 

○農業委員会事務局長（谷田 芳紀） 日頃から農業

委員、農地利用最適化推進委員の方が地元に入られ

て農会長とも話をされる中で、ストックというか、

情報については承知されていて、その中で、最近、

高齢という理由でかなり離農も多いですけれども、

受け手と出し手の意向を確認しながら利用調整を

行っております。 

○委員長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 実際、農業に新たに取り組も

うとすると、なかなかハードルが高いという話もよ

く聞きます。そういう意味では、若い方でも、され

たいという結構軽い気分、気持ちの方が多いんです

けども、そうではない、いわゆる専業農家としての

っていう、こちらの思いというののギャップが多分

相当あるのかなと思いますので、段階的に何か関わ

れるような取組というのも併せて考えていただけ

たらなというふうに思います。以上です。 

○委員長（森垣 康平） そのほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） それでは、ないようですの

で、事務概要についてはこの程度にとどめておきた

いと思います。 

 この際、当局の皆さんから特に何かご発言はあり

ませんか。 

 ないようでしたら、この後、報告事項があります

日高振興局以外の当局の皆さんにつきましては、退

室していただいて結構です。お疲れさまでした。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時４２分休憩 

──────────────────── 

午前１１時５０分再開 

○委員長（森垣 康平） それでは、会議を再開いた

します。 

 （２）番の委員会の運営方針について協議をした

いと思います。議題といたします。 

 参考までに、前期の重点調査事項を別紙１に記載

しておりますが、改めて今期の委員会重点調査事項

について協議をお願いいたします。 

 この件について、特にご意見等はございますでし

ょうか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） このままでいいと思います。

変更することはないと思います。 

○委員長（森垣 康平） ほか、皆さん、よろしいで

すか。（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 それでは、異議なしということですので、重点調

査事項につきましては、現行のとおり、変更しない

こととしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ご異議ないようですので、

このように決定いたしました。 

 （３）番、各種委員の選出について。 

 続いて、協議事項の３番、各種委員の選出につい

てですが、別紙２にありますように、まず、条例等

によりまして、委員長が充て職として１から９番ま

でを務めることになっております。 

 次に、互選によるものといたしまして、当委員会

から豊岡市都市計画審議会委員を３名選出するこ

とになっております。 
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 ちょっと暫時休憩します。 

午前１１時５２分休憩 

──────────────────── 

午前１１時５２分再開 

○委員長（森垣 康平） 会議を再開します。 

 この件について、希望の委員の方がいらっしゃい

ましたら、挙手をお願いします。３名。 

 西田委員、荒木委員、西垣委員でよろしいですか

ね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） なら、３名、西田委員、荒

木委員、西垣委員の３名でよろしくお願いいたしま

す。 

 続きまして、協議事項４番、委員会の席次につい

てですが、本日は会派構成に配慮した形で着席して

いただいておりますが、このままでよろしいですか

ね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 異議なしということですの

で、このままで進めたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

 続きまして、協議事項５番、意見交換会について

ご協議をいただきたいと思います。 

 ５月２５日発行の議会だより第１０１号で意見

交換をしていただく団体を募集いたしましたとこ

ろ、豊岡商工会議所から応募がありました。 

 今後、調整した上で、こちらの団体と意見交換会

をするということでご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ご異議なしということです

ので、そのようにさせていただきます。 

 ここで日程を決めたいと思います。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時５３分休憩 

──────────────────── 

午前１１時５４分再開 

○委員長（森垣 康平） それでは、会議を再開いた

します。 

 日程については、第１希望が１月１３日の午後、

第２希望が１月１４日の午後、第３希望が１月１５

日の午後、また、先方と調整し実施させていただき

たいと思いますので、日程が決まり次第、連絡させ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 続いて、５、その他に入ります。 

 全体を通して、委員の皆様から特にご発言があり

ますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ないようですので、これで

建設経済委員会協議会を閉会いたします。お疲れさ

までした。 

午前１１時５５分閉会 

──────────────────── 

 


